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現代の日本の政治及び国際政治の動向について

関心を高め、基本的人権と議会制民主主義を尊重

し擁護することの意義を理解させるとともに、民

主政治の本質について把握させ、政治についての

基本的な見方や考え方を身に付けさせる。 

 

ア 民主政治の基本原理と日本国憲法 

日本国憲法における基本的人権の尊重、国民

主権、天皇の地位と役割、国会、内閣、裁判所

などの政治機構を概観させるとともに、政治と

法の意義と機能、基本的人権の保障と法の支配、

権利と義務の関係、議会制民主主義、地方自治

などについて理解させ、民主政治の本質や現代

政治の特質について把握させ、政党政治や選挙

などに着目して、望ましい政治の在り方及び主

権者としての政治参加の在り方について考察さ

せる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・社会契約説について、現代の民主政治との関連を 

踏まえて、例えば、ロックが説いた自然権に基づ 

く国家･政府の在り方は、現代の議会制民主主義の 

基盤となっていることなどを理解する。 

・大日本帝国憲法との違いを明確にしながら、日本 

国憲法の三大原理を理解するとともに、大日本帝 

国憲法では、天皇が統治権を総攬するとしていた 

が、日本国憲法においては、天皇は内閣の助言と 

承認により国事に関する行為を行うとされている 

ことなどを理解する。 

・我が国における三権分立の仕組みについて、国会、 

内閣、裁判所の各機関の働きと相互の関係を踏ま 

えて理解するとともに、議院内閣制の特徴を大統 

領制との比較によって理解する。 

・現代の民主社会においては、国民の代表者からな 

る議会によって法が定められており、国民には法 

を遵守する義務があることを理解する。 

・自由権的基本権と社会権的基本権の相違を踏まえ 

ながら、その成立の背景や具体的な権利の内容に 

ついて理解する。例えば、生存権の保障が、夜警 

国家から福祉国家への転換や福祉政策に関わる立 

法過程と深く結び付いていることを理解する。 

・現代社会における相互の権利や利害対立を調整す 

るための原理として、「公共の福祉」という考え方 

があることを、経済的自由権の制限に関する事例 

などを踏まえて理解する。 

・我が国の議会制民主主義について、日本国憲法の 

条文に則して理解するとともに、議院内閣制を採 

用するイギリスや大統領制を採用するアメリカ合 

衆国の政治制度との比較を通じて、その特徴を理解する。 

・我が国の地方自治制度において、住民自治の実現 

を図るため、条例の制定・改廃、議会の解散、議 

員や首長の解職などについて、住民の直接請求権 

が認められていることを理解する。 

・同じ民主政治を採用していても、世界各国の政治 

体制や政治状況は多様であることを理解すること 

もに、現代における福祉国家の広がりに伴い、国 

家機能の複雑化が進行し、行政府の役割が拡大し 

ている現状について理解する。 

・我が国の戦後政治史を概観し、中選挙区制の下で 
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イ 現代の国際政治 

  国際社会の変遷、人権、国家主権、領土など

に関する国際法の意義、国際連合をはじめとす

る国際機構の役割、我が国の安全保障と防衛及

び国際貢献について理解させ、国際政治の特質

や国際紛争の諸要因について把握させ、国際平

和と人類の福祉に寄与する日本の役割について

考察させる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

の自民党による長期政権の持続や、選挙制度改革 

後の政権交代の動きなど、選挙制度と政治情勢の 

変化について事例を踏まえて理解する。 

 

・国際社会の多極化が進行する中で、環境、人権、 

貿易などの分野で、各国の対立が発生する一方で、 

国際機関や非政府組織（ＮＧＯ）による問題解決 

のための取組が進められていることを理解する。 

・ウェストファリア条約を端緒とする主権国家の成 

立やグロティウスが体系化した国際法とその機能につい

て理解する。 

・国際法上の人権、国家主権に関する規定を理解す 

るとともに、我が国固有の領土である北方領土、 

竹島、尖閣諸島をめぐる問題の経緯と我が国の正 

当な立場を理解する。 

・国際連合の機能とその役割について、総会での決 

議方法の違いや、国際連合において軍事的制裁が 

可能になったことなど、国際連盟との比較を通し 

て理解する。 

・我が国の国際貢献活動として、例えば、国際社会 

の平和と安全を維持するために自衛隊が果たして 

いる役割や具体的な国連平和維持活動（ＰＫＯ） 

などについて理解する。 

・冷戦後の国際政治の動向を踏まえて、人類の平和 

的共存を実現するには、民族対立や国際紛争の背 

景にある、文化や宗教の多様性について相互理解を深め

ることが重要であることを理解する。 

・国際平和の実現や、地球上の貧困や飢餓の撲滅に 

向けて、我が国をはじめとする先進国が果たすべ 

き役割について理解する。 
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